
開催日：平成30年 9月20日 
会議名：平成30年第3回定例会（第6日 9月20日） 

○３３番（石井俊一君）　おはようございます。 
　３３番、石井俊一でございます。 
　私は、議会制度調査特別委員会において調査した議員定数につきまして、委員長として、その調査
の経過及び結果の概要について御報告を申し上げます。 
　本委員会は、「議員定数の見直しについて」を議題として、これまで６回の委員会を開催し、議会
事務局より詳細なる説明を聴取するとともに、各種資料の提出を求めて調査を行った次第でありま
す。 
　では、特別委員会の調査の経過を、いま少し詳しく申し述べさせていただきます。 
　平成３０年５月１８日の委員会では、議会事務局より、議員定数に関する法令・例規、久留米市議
会議員の議員定数の変遷、中核市の人口・議員定数の検討状況などについて、資料により詳細な説明
を受けたところであります。 
　次に、６月２７日の委員会では、本市を中心として人口がプラスマイナス５万人の範囲内にある、
３７市の議員定数の見直し検討状況について、議会事務局より説明を受け、追加資料の要求や会派で
の定数についての協議結果の報告があり、一部の会派を除き、議員定数については削減の方向性であ
ることが報告され、今回の意見を踏まえ、再度会派で定数についての協議を行うことといたしまし
た。 
　７月１３日の委員会では、議員１人当たりの人口が１万人を超える市についての調査、会派要件と
議員の議案提出権の関係、また、本市における直近２回の議員定数の削減に関する協議内容につい
て、議会事務局より説明を受けた後に会派での協議結果の報告があり、全ての会派において議員定数
については削減する方向性が確認できたので、今後、具体的な数字の協議を行うことといたしまし
た。 
　７月２７日の委員会では、一般会計に占める議会費の割合や議員１人当たりの議員報酬などの額な
ど、財政面での資料、及び廣瀬和彦氏によるセミナー「議員定数の算出方法を考える」で紹介された
６つの議員定数の算出方法について、議会事務局より説明を受けた後、会派ごとの協議結果報告があ
り、委員間で協議を行いました。 
　その中の主な意見として、「人口が減少していくというものの、新しい社会に突入していくという
中で、取り組む課題が山積していくならば、市民の声を聞き、さまざまな課題に取り組んでいくため
には一定の議員数が必要である」、「地域的な事情も考えあわせて、余り減らすと少数派の意見が不
足していく現状になりはしないか」、「久留米市という一つの大きな選挙区の中で選ばれてきている
ので、一部地域のみの代表としてではなく、全体の代表として活動すべきであるが、一気にどんと減
らしてしまうと、下手をすればコミュニティー自体が壊れてしまう可能性があることも考えられ、少
しずつ減らしていくほうがいいのではないか」、「議会の機能がどうしたら担保できるのかというこ
とと、議会の質をどうやって高めるかということが並行して基盤にないといけないので、微減という
ことではいけないと思う」、「削減の方向で行かなくてはいけないが、ある程度の数の市議会議員を
確保しておかないといけない」などの意見が出されました。 
　８月１０日の委員会では、これまでの議論を踏まえ、再度会派で協議された削減数の案及びその理
由について報告がありました。 
　具体的には、「市民に対して現員の定数から最低１割は削減するのが基本的には理解を得やすく、
資料等でもさまざまな角度から定数の状況について報告があったが、３４という数が一番適正ではな
いか」、「行政改革の一環として公共施設の量的削減をすると、一定程度は市民の便益が削減される
という一面もあると思う。市民のほうに一定数の負担を強いる以上、議会としても身を切る改革をし
ないといけないということで一定数の削減が必要であり、３削減して３５人がいいのではないか」、
「地域の声、これをどう市政に反映していくのか、生かしていくのか、そういうところから鑑みる
と、やはり、一定数の議員は必要ではないのか。そうでなければ、地域の課題が山積しているこの久
留米において、市長が言う均衡ある発展という観点からしても、議員削減という課題については最小
限度の削減という考え方でいくことが望ましい」、「議員の仕事が何であるかを市民に周知し、理解
していただくのが大事ではないか。地域の要望を受けて頼まれたことを行政に伝えて走り回るのが議
員の仕事なのか。あるいは予算や決算の１，３００億円を超えるような膨大な金額について、チェッ
クをするだけの権能を持つことを市民に理解していただくというのはなかなか難しいが、それをする
のが議員本来の仕事ではないかというところでもある。そういった中で、少数精鋭化、あるいは広く
情報を集める機能に徹するか、どちらも大事であり、本日の段階では３２名から３６名である」と
いった意見が出され、会派ごとに提案された数に開きがあるが、意見も出尽くしており、今後、正副
委員長で調整を行い、次回、正副委員長案を提示することとなりました。 
　そして、９月５日の委員会において、正副委員長案として、２人減の３６人を提案し、全会一致で
決定をいただいたところであります。 
　決定に際しましては、正副委員長の案を了とするものの、「８年前に３８人になって以降、さまざ
まな意見はあったが、この問題について対峙してこなかった。その分をどう取り返すのか、定数の問
題は今後も取り組みを続けていくべきである」、「今回の定数改正が終着点ではないということを現
有議員全体で共有をして、改選後も引き続き議論をしていくべき」、「人口動態、国の施策等いろい
ろ勘案しつつではあるが、４年後も必ずこの議論を再度提起し、市民にとってどれぐらいの数が適正
であるかということを私たち議員が真摯にそれぞれ調査をし、考えた上で模索していかなければなら
ない」、「久留米市議会が市民の負託に応えられる議会になるように、しっかり切磋琢磨をしてい
く」、「３６という、合併前の旧久留米市の議員定数に戻るという部分においては、一定評価できる
のではないか」といった意見をいただいたところであります。 
　以上が、議員定数の見直しに関する調査の経過及び結果の概要であります。 
　さまざまな意見がある中で、当委員会としては最終的に２人減の３６人と決定したわけですが、さ
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らなる削減を主張された委員もございました。今回の決定で終わりではなく、改選後も、絶えず議員
定数については検討を行っていくべきであるということを申し上げ、改選後の取り組みについても期
待するものであります。 
　議会制度調査特別委員会におきましては、今後とも議会機能の強化と活性化を目指し、市民の信頼
を確保するために引き続き議会活動の方策について調査を行い、さらなる改革を進めていく所存でご
ざいます。 
　議員各位におかれましては、なお一層の御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げまして、委
員長の中間報告とさせていただきます。ありがとうございました。（拍手） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝〔降　壇〕＝ 
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